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Abstract: We constructed a three-dimensional CG system to guess a painters viewpoint by linking 

Digital Elevation Model and Satellite images, Aerial photographs, Modern maps, and Old maps in 

Realtime. Using this system, it is possible to estimate the late Edo period landscape painters’ 

viewpoints. The basis of this system is based on 3DCG software: Blender with BlenderGIS plugin 

which is free 3DCG software, we can adjust the position of camera, angle of view, and focal length, 

with watching the change of map and landscape in Realtime. Although the drawing in Edo period 

was expressed with exaggeration in elevation, using our system, it was confirmed that the position 

and shape of the mountain were accurately expressed. 
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1. はじめに 

日本近世絵画の特徴の一つに写実性の高さを

挙げられるだろう。例えば、江戸時代後期の日本

画家 谷文晁による公余探勝図 寛政 5年（1793年）

は、海防警備が目的であるといわれているため、

写実性および記録性の高さが特徴と考えられる。 

数値標高モデルから生成した３ＤＣＧ画像と

現代地図、古地図を複合連動させながら、風景絵

画と比較することで、日本近世絵画の写実性を検

証するべく、その視点場を推定するシステムを構

築した。  

本システムで利用した技術とその導入手順を

本稿で報告する。 

 

2. 手法の概略 

本システムは、地理情報の取得、その編集、３

ＤＣＧを利用した地理情報の複合連動表示によ

って、近世絵画の視点場の推定を行っている。 

基本となる地理情報は、国土地理院から数値標

高モデルとシームレス航空写真、今昔マップ（谷

2017）、オープンストリートマップを利用した。 

標高データや地図などの地理情報を QGIS で合

成および編集の後、GeoTIFF 形式で出力する。そ

の後、これら複数の地理情報を３ＤＣＧソフトウ

ェアで可視化および複合連動させて、視点場の推

定を行った。以下に、導入手順を記す。 

 

2.1 事前準備 

視点場推定の事前準備として、３ＤＣＧソフト

ウェアと地理情報システムをインストールする。

いずれもフリーソフトウェアを利用して導入を

試みた。本節では、図-1の破線で示した「０．事

前準備」にて３Ｄソフトウェア Blenderと地理情

報システム QGISの導入および初期設定について

以下に記す。 
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2.1.1 Blenderの導入および初期設定 

Blender は 2.79b を利用した。2019 年 8 月 31

日時点の最新版は 2.80 でインターフェースが大

きく変化していることと GDAL ライブラリーのイ

ンストールが不要（domlysz 2019）であるとのこ

とで、後日 2.80 でも本推定システムの動作を確

認したい。なお、旧版である 2.79は、ダウウンロ

ードサイト末にある「Previous Version」から入

手できる。 

Blender の地理情報に関する機能追加プラグイ

ンである、 BlenderGIS (domlysz 2019)は GitHub

から入手できる。同サイトにはインストール方法

が紹介されており、Blender 2.79を使用する場合

は GDAL ライブラリーを導入する必要があるや手

順も記されている。 

 

2.1.2 QGISの導入および初期設定 

QGIS は 2.18 を利用した。2019 年 8 月 31 日時

点で 3.82 が最新版として提供され、同バージョ

ンは python3がその基礎となっている。そのため、

後に利用する基盤地図 DEMインポータープラグイ

ン(minorua 2013)および TileLayer plugin が

python2 で書かれているため、バージョン３では

動作しない。そのため、QGISは 2.18を導入した。

なお、2.18 版はダウンロードサイトにて、「すべ

てのリリース」から入手可能である。 

国土地理院の標高モデル（DEM）を QGISに読み

込むために、gitHub から fgddemimpoer プラグイ

ン(minorua 2013)を入手して、利用可能となるよ

うに設定する。設定方法は、入手したプラグイン

フォルダを QGIS2 のプラグインフォルダである、

「（ 例 ） ド ラ イ ブ 名 :\Users\ ユ ー ザ ー 名

\.qgis2\python\plugins」にコピーした後、

QGIS2.18の「プラグイン」メニューの「プラグイ

ンの管理とインストール」で有効にすることで、

DEM読み取りプラグインが利用可能になる。 

地図情報の入手については、オープンストリー

トマップ、今昔地図(谷 2017)、シームレス空中

写真(国土交通省)のタイルレイヤーサービスを

利用した。タイルレイヤーによる地図情報を読み

取るために、QGIS2.18では TileLayer Pluginの

導入が必要で、「プラグイン」メニューの「プラグ

インのインストールと管理」から「TileLayer」を

検索することで入手可能である。その後、冒頭に

示した各提供元の情報に従って、タイルレイヤー

の URLなどを設定を行った。 

 

図-1 システム構成図 

 

 

 

 

 

 



2.2 視点場の推定について 

前節で示したソフトウェアのインストールと

初期設定が完了した後、図-1の実線にて示す１か

ら５の手順で、地理情報の入手、編集、視覚化の

順を経て視点場の推定を進めた。 

 

2.2.1 地理情報の複合連動 

図-1 の 5.視点場の推定では、図-2 に示すよう

な数値標高モデルから生成した３次元ＣＧ画像、

風景絵画、古地図、現代の地図を並列表示させる

ことで、カメラの位置や角度、古地図上および現

在の位置、山の起伏等の景観を連動させることが

でき、より容易に風景絵画の視点場を探ることが

可能となった。また、現代の道路や高層建築、海

岸埋め立て、植林の変化などにとらわれることな

く、近世絵画史料における景観視点場の推測が可

能であることを確かめることができた。 

 

図-2 視点場の推定画面例 

 

2.2.1 景観の３ＤＣＧ表現について 

 図３～５に示すように、１０ｍまたは５ｍメッ

シュの標高データと航空写真を用いることで、山

に限らず河川や海岸線も詳細な３ＤＣＧによる

景観の表現を得ることができた。 

近世絵画の写実性を確認したのち、今後、現在

の植林の状態、岩の風化、人工構造物について、

近世絵画が描かれた当時と現代を客観的に比較

する資料となる可能性があると考えられ、視点場

の整備やその見通しの確保のための資料と成り

うるかについても検討を進めたいと考えている。 

 

 

図-3 航空写真と衛星画像を用いた鳥観図 

 

図-4 航空写真を用いた部分を拡大（１） 

 

図-5 航空写真を用いた部分を拡大（２） 

 

DEMから生成した 3次元 CG画像 

風景絵画 現代の地図 古地図 

カメラ設定パネル 

（カメラ位置を数ｍ高くした場合の視界） 
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